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単位数

1単位 選択

研究室の場所

講義棟3階

佐野日本大学短期大学シラバス

ガイダンス・概要説明・評価方法説明

Unit2 Jobs and People

電話番号・メールアドレス
担当者に関する情報

授業の目標

氏名

加藤　遼子

教科書に従い各シチュエーションにおける関連単語を初めに身に着け、実際のシチュエーションに合わせてロールプレイングを
行う。ペアワークや教員とともに発話練習を行う。

授業の方法

Unit5 At the Airport

第4回目 

第5回目 

Unit3 Getting on the Plane

海外旅行英会話

Einglish for Overseas Travel

第2回目 

第3回目 

Unit4 At Immigtration and Customs /　第1回単語テスト

Unit1 Travel

特になし

同時に履修しておくことが望まれる科目

①実際に海外旅行で必ず必要となるシチュエーションを学ぶことで海外旅行を有意義なものにできる。　②トラブルが起きた際
にも解決できるようになる。　③英語での質問に対し、適切な返答を英語でできる。また、必要な情報を得るために英語で質問
することができる。

学習の成果（学習成果）

特になし

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

授業のスケジュールと内容

前期・後期

海外研修や個人旅行においてよく起こりうるシチュエーションで必要な英語を使いコミュニケーションをとることができるよう
にする。①空港におけるチェックイン、飛行機への搭乗、入国審査　②ホテルにおけるチェックイン、チェックアウト　③レス
トラン　④ショッピング　等で必要とされる会話を学び、必要な情報を発信したり、または得ることができる。　更に海外で直
面したトラブルに対し、英語で対応できるようにする。

海外研修や個人旅行時に必要とされる英語のコミュニケーション力をつける。空港、レストラン、ホテルやショッピング等のシ
チュエーションで必要最低限の英語力を身に着ける。

授業の概要

授業中に指示します

特になし

履修上の制限

科目名
開講年次 開講学期

授業の形態

演習

別途、時間割参照

Course　Name

1年・2年

曜日・時限

授業の性格

オフィスアワー

授業中に指示します

（特になし）

第1回目 

第6回目 



割合

40%

30%

30%

教科書の意味が分からない単語、また発音のわからない単語を事前に辞書で調べてくる。

授業の理解度チェック、ペアワークによる暗記テスト、評価

英語フィールド以外の学生向けの科目。　毎授業、英語辞書を持参すること。　授業開始後30分以上たってからの入室は欠席扱
い。

履修上の留意点・ルール

観光英検センター編　『ENGLISH FOR TOURISM BASIC』　（三修社）

教科書と参考図書

試験 授業最終日に行うペアワークテストで発音イントネーションがしっかりできている。

関連する単語や表現を書くことができる。（全3回単語テスト）

予習をしており、会話練習にしっかり声を出し積極的に参加している。

評価の基準

Travering in Japan②

Travering in Japan①

Unit11 Problems and Complaints　/　第3回単語テスト

Unit10 Transportation

レポート

成績評価の方法と基準

Unit8 Sightseeing / 第2回単語テスト

Unit7 Restaurant (Breackfast and Fast Food)

Unit6 Hotel (Accommodtions)第7回目 

第8回目 

授業参加態度

発表内容（態度含む）

第9回目 

評価の領域

第11回目 

第12回目 

第15回目 

調査報告書

小テスト

Unit9 Shopping

その他

事前・事後学習

第10回目 

第13回目 

第14回目 


